
 

2019年度 少年連盟 活動方針・事業計画 

 

１．スローガン 

「子どもの声が聞こえるお寺に」 

 

２．活動方針 

伝灯奉告法要のご親教「念仏者の生き方」の意を体し、阿弥陀さまのお慈悲の中で 

子どもと共に、自他の存在を大切に、それぞれが輝いて生きてゆきたいという願い 

のもと、全寺院での少年教化活動の促進をはかる。 

 

３．重点目標 

（１）全寺院における少年教化活動の促進をはかるため、組織の充実・人材の養成・ 

教材の開発・情報の発信・広報の拡充を行う。 

（２）日曜学校・子ども会を経験した子ども・若者への継続的アプローチ方法について 

の研究と提案をしていく。 

（３）「子ども・若者へのご縁づくり」の取り組みを、少年教化に対する意識の高揚と 

拡充・発展の好機と捉え、積極的に参画する。 

（４）「子どもの声が聞こえるお寺に」のスローガンを具体化するために、家庭におけ 

る家族礼拝を促進する。 

(５) 震災や自然災害等にかかる少年教化活動支援に取り組むとともに、その意識啓発 

を行う。 

（６）御同朋の社会をめざす運動(実践運動)に積極的に取り組む。 

（７）2023年に親鸞聖人ご誕生 850年ならびに立教開宗800年の慶讃法要をお迎え 

するにあたり、各教化団体と連携のもと準備を進める。 

 

４．事業計画 

  （１）組織拡充委員会 

① 少年教化活動(日校・土曜校・子ども会等)の奨励(表彰等）、及び単位会開設 

登録の促進 

② 組織の拡充と少年教化情報収集並びに情報交換 

③ ｢季刊プトラ｣の編集 

④ 少年連盟ホームページの管理 

⑤  子ども・若者に対するアプローチ方法についての研究・提案 

⑥「ほとけの子育成基金」の奨励 



（２）養成委員会 

① 組織の活性化、及び人材の養成をはかるため研修会を開催 

※ 第8回  少年教化推進者研修会 

※ 第42回 少年連盟中央研修会 

  （３）教材委員会 

① 教材の研究と企画・作製 

② 教材の情宣と頒布拡大への取り組み 

  （４）広報委員会  

① 「少年連盟だより」の定期発行 

  （５）「子ども・若者へのご縁づくり」の推進に積極的に取り組む 

  （６）子どもたちを育む環境について学ぶ 

  （７）その他 

 

【中央行事予定】 

  （１）第１回 少年連盟評議員会 

      期  日  2020年1月 29日(水)～30日(木) 

      会  場  浄土真宗本願寺派伝道本部2階研修室 

  （２）第8回  少年教化推進者研修会 

      目  的  少年教化活動推進者の養成及び研修 

      期  日  2019年5月28日(火)～29日(水) 

      会  場  聞法会館 

      募集人数  64名(各教区・特区2名程度) 

      参 加 費  12,000円 

  （３）第 42回 少年連盟中央研修会 

      目  的  ほとけの子どもとしての自覚を高め、今後日校・子ども会活動に 

おいてサブリーダーとなるための基礎づくり 

      期  日  2020年3月25日(水)～27日(金)  

      会  場  本願寺・聞法会館他 

      募集人数  70名 

      参 加 費  10,000円 

   以 上 

 


